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緒言
近年、微小空間を化学実験の場 として利用す ることが新 しい化学研 究の方法論 としても
革新的な化学技術 としても極めて魅力的 である と考え、マイク ロチ ップ内に集積化 した液
相微小空間の化学 システムに関す る基礎 ・応用研究が進め られ ている。 一方、細胞 は体 内
で特異性 の高い反応 を効率的に進 めてお り、通 常の化学操作では困難 な化合物の合成 、分
析な どに応用可能 であ る。そ こで、マイ クロチ ップに細胞の機能 を組 み込む ことでチ ップ
を飛躍的に高機能化できる とい う着想 のもと、高効率生化学分析 システムが実現 され てき
たが、本研究では心筋細胞の力学的機能を利用 し、実装の例 として心筋ポンプを開発す る。
実験
図1に 、考案 した心 筋マ イ ク ロポ ンプ駆 動原理 を示す 。 大 きな変位 と発 生力 が得 られ る
心 筋細 胞 シー トで チ ャ ンバ ー 内 の体 積 を変化 させ 、 逆止 弁 で流 体 を一方 向に 送液す る、 材
料 は 、逆 止弁以 外 は シ リコ ンゴム 、逆 止弁 は ポ リイ ミ ドと した。
結果と考察
温度応答性培養皿か ら剥離 した心筋細胞 シー トをプ ッシュバ ーに接 着させた後、流路 内
の流体(培 地)を ポ リスチ レン粒 子で可視化 し、顕微鏡観察 してチ ャネル(流 路)内 の流
体拍動を確認 した。次 に、逆止弁を装着 した後 、心筋シー トを移植 し、チャネル 内を観察
した結果、入 口、出口側 ともに順流が確認 され、ポンプ機 能が実証 された(図2)。
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